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 関東大震災は 1923 年 9 月 1 日午前 11 時 58 分発生の、相模灘北西部を震源とするマグ
ニチュード 7.9 の関東地震によって発生した地震災害である。被災県は 1 府 6 県におよび、
死者・行方不明者は合わせて 10 万 5000 人、住家全壊 10 万 9000 余、半壊 10 万 2000 余、













































大震災発生直後の 9 月 1 日午後 3 時以降、東京や横浜などで、社会主義者及び鮮人の放
火や不逞鮮人が暴動を起こしているなどの風説が広がり、恐怖した市民はこれらの風説を
信じ、各地で自警団を組織し、官憲と共同で多数の朝鮮人や中国人を虐殺した。現在では、
約 6000 名の朝鮮人が虐殺されたと推定されている。 
 
○甘粕事件 


























は政治家であること、1923 年 9 月の日記・書簡が現存していること、1923 年 4 月から 1923
年 8 月 31 日の平時に日記・書簡が現存している、または執筆者の通説的理解が調査可能で
 7 
 
あることの 3 点である。本研究では、以上の条件に適合した 10 人の日記・書簡を対象とし
た。内訳は陸軍軍人 2 人、海軍軍人 2 人、文官政治家 6 人の計 10 人である。 
次に現存が確認された日記・書簡から、対象期間内における政治や軍事、災害観などの
執筆者の思想が出やすい話題の記述を段落単位で選別する。つまり、対象とする記述は日
記・書簡いずれも 1 段落が 1 単位となる。しかし、段落わけは人により 1 段落の分量が異
なり、翻刻されている資料の場合、編者によって分けられている可能性があることをここ
で断っておく。このため、段落数比較の際は同じ人物の平時と非常時とでのみ比較を行い、
人物同士の累計段落数同士は比較しない。以上の対象期間は、震災前平時が 1923 年 4 月 1
日から震災発生前日である同年 8 月 31 日、非常時は震災発生の 1923 年 9 月 1 日から同年











































石原の震災前平時における書簡の分類は、合理的な記述が 2 件、非合理的な記述が 7 件、




じ、戦争について考える記述がある。例えば、1923 年 4 月 16 日の書簡では、ドイツの役
人や軍人の家族が特に貧しい生活を強いられているということに対し「社会ノ動揺甚シキ
無理ナキ次第也。恐ルベキハ戦争ナル哉。」１）と感想を書く。一見すると軍人らしからぬ戦








 石原の非常時における書簡の分類は、合理的な記述が 1 件、非合理的な記述が 29 件、リ
















期が近いと書いている。同 14 日の書簡では、その期間は 20～30 年後であり、自分も役に





























宇垣の平時における日記の分類は、合理的な記述が 35 件、非合理的な記述が 7 件、リベラ





宇垣の非常時における日記の分類は、合理的な記述が 26 件、非合理的な記述が 13 件、リ
ベラルな記述が 6 件、アンチリベラルな記述が 15 件であった。つまり、合理的な記述とア
ンチリベラルな記述が多い。これは平時と非常時の間に差異はないということになる。 
 宇垣非常時の記述内には、災害観と社会的事件への反応の両方がある。 



















震災時の内田は 8 月 24 日に加藤友三郎首相が病死したため、9 月 2 日まで臨時首相を務め
ていた。対象期間中、8 月 24 日以前は、加藤内閣の外相を務めていた。 
 







内田の非常時における日記の分類は、合理的な記述が 3 件、非合理的な記述が 0 件、リベ



















小川の非常時における日記の分類は、合理的な記述が 2 件、非合理的な記述が 5 件、リベ
































加藤の非常時における日記の分類は、合理的な記述が 2 件、非合理的な記述が 5 件、リベ


























斎藤の平時における日記の分類は、合理的な記述が 1 件、非合理的な記述が 2 件、リベラ




斎藤の非常時における日記の分類は、合理的な記述が 2 件、非合理的な記述が 3 件、リベ














四竈の平時における日記の分類は、合理的な記述が 3 件、非合理的な記述が 2 件、リベラ





四竈の非常時における日記の分類は、合理的な記述が 11 件、非合理的な記述が 10 件、リ
























あるといえる。しかし、9 月 10 日に信頼できる筋から聞いた騒動の原因については社会主
義者や水平社関連の人々を原因としている。また、9 月 4 日に大本教信者が放火をしたとい
う事件について書かれているが、根拠なく犯人が社会主義者ではないかと断定するような
記述があることから、社会主義者に対して良いイメージを抱いていないことは明らかであ
















西原の平時における日記の分類は、合理的な記述が 8 件、非合理的な記述が 0 件、リベラ




西原の非常時における日記の分類は、合理的な記述が 8 件、非合理的な記述が 0 件、リベ

















牧野の平時における日記の分類は、合理的な記述が 4 件、非合理的な記述が 2 件、リベラ




牧野の非常時における日記の分類は、合理的な記述が 6 件、非合理的な記述が 8 件、リベ

































松本の平時における日記の分類は、合理的な記述が 6 件、非合理的な記述が 2 件、リベラ




松本の非常時における日記の分類は、合理的な記述が 8 件、非合理的な記述が 1 件、リベ





















 以上 10 人の定量的比較の結果のうち、平時と非常時の間に差異があったのはいずれも平
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ついて 444 合理 リベラル






2 4月4日 「午前正木照蔵氏を訪ひ政談を為す。我党は前途なし。」 350 非合理 リベラル
3 4月25日 「後藤市長辞意を表明す。」 感想なし 352 不明 不明
4 5月1日 「芝公園の「メーデー」労働者運動を観る。警官の監督厳重にして意気揚らざるものゝ如し。」 353 不明 リベラル
5 5月15日 「近頃全く用事なし、無聊に苦む 。何んとか仕事を見出さねばならぬ。」 354 合理 不明
6 5月24日 「午前浜口雄幸氏を訪ひ揮毫を受取る。党情を談ず。名案なし。」 355 非合理 リベラル





理由は不明 356 不明 不明





理由は不明 359 不明 不明
11 8月24日 「小寺氏を訪ふ。彼は相変らず無価値の放言を為すのみ。人格に何等の値なし。」 理由は不明 364 不明 不明
斎藤隆夫日記（平時）
四竈孝輔（平時）































けた他の艦に救助されたことについて。 371-372 非合理 不明















加藤も山本も海軍出身 378 不明 リベラル







































6 8月25日 「研究會は岡野司法を首相とする延長内閣の計画を目論見居り、其非を同志に忠告するも悛るに至らす」 347 合理 不明




































































7 8月30日 「山本伯愈々台命拝受の決心をなし、已に組織に着手したるに付大に安心せり。」 86 不明 リベラル
牧野信顕日記（平時）






































三浦将軍の人物評 239 合理 リベラル








































































































































ぼ完成したとも書かれている。 169 非合理 アンチ
16
「思ヘバ驚クベキ此大正十二年、後世世界史
ニ特筆セラルベキ価値ヲ生ズベシ。生ゼシメザ 169 不明 不明
17 9月9日 「然シ此苦境ハ将来日本ガ戦争ニヨリ必ズ味ハフベキ所ニシテ、小生ニハ此上モナキ研究
当時のドイツの苦境（第一次世界大戦後































































































ナリト雖而モ得ルトコロハ、失フ所ヨリ更ニ偉大 192 非合理 不明
30
「仏天ハ戒壇国ヲ無意義ニ苦シメラルルモノニ
アラザルコトハ、吾人ノ堅ク信ズル所也。」 192 非合理 不明








































































































之＝流言飛語 446 合理 不明




































まったことに対する反応 448 合理 アンチ
19 9月19日 「彼の志や諒とすべきも其時機と手段に於ては甚遺憾とすべきである。」 志は○、時期と手段は× 448 非合理 アンチ










海軍は違うようだと続く 449 合理 不明
23
国家予算の推移より「一戦争を終る毎に格段な




















































































陸軍次官就任の抱負 452-453 不明 アンチ













之＝虎ノ門事件 453 合理 アンチ

























及なし 124 非合理 不明
5 9月8日 「新大久保駅方面巡視。某人、余ノ巡視ヲ徳トシ、謝詞ヲ云フ。」
内田は3、4、7、8、9、18日などに巡視を




































事実として語られている 246-247 非合理 アンチ
3 9月4日 弟、甥、姪と再会し「全部無事なりしは真に天幸なりと共に喜び合へり。」 「天幸」という言葉を用いる 247-248 非合理 不明







教と仏教の諦めの思想から来る相互扶助 248 非合理 アンチ
6 9月7日
焼跡視察。住友銀行員の忠勇と官公庁の比較。被







日付 内容 備考 ページ 合理性 リベラル
1 9月1日 「東京、横浜、横須賀の被害甚大、東京大火、横須賀は鎮守府及市街倒潰、横浜火の海と化すと云ふ概報
船橋からの電信により、午後3時に第
一報を受け取る。 65 不明 不明











































いることが翌日の日記に書かれている 69 非合理 不明















いない 72 非合理 アンチ





不安は2回出現 365 不明 不明
2 9月2日 子守捜索。1度目に家財を逃がしておいた元岡田邸で、全て焼失しているのを発見する「一生の大不幸 不安は1回 365 非合理 不明
3 9月3日 子守捜索。青山前田に遣わした松谷が子供を抱えて帰って来る。「夢かと許りに驚き喜ぶ。」 不安は1回 365 不明 不明
4 9月4日 松谷を連れ家の焼跡を視察。また、食糧不足で家族一同元気なし「惨又惨也。」 解決策は示されていない 365-366 不明 不明
5 9月5日 「此家に厄介となることも心苦し。如何にせんか策な 此の家＝野崎宅 366 非合理 不明
6 9月9日 「銀行の営業開始と東株取引所開始の決定を見ざる間は不安に堪へず。」 斎藤は株を運用している 366 不明 不明







9 9月13日 「午前川崎銀行芝支店に至り弐百円を引出す。先づ 9日の記述と対応する 367 不明 不明
10 9月21日 「日比谷公園に至り避難民の仮小屋住宅を視察す。彼等の将来は如何に為るべきか。」 視察自体は4日から行っていた 368 不明 不明
11 9月24日 「為す事なく無聊に苦しむ。」 平時と共通する記述 368 不明 不明
12 10月5日 「九時外出、上野公園、浅草、被覆廠に至り焼所、罹災民の光景を視察す。唯々驚くの外なし。」 369 不明 不明
13 10月21日 「氏も前途を悲観すること予と同じ。加藤総裁の無能は党内一般の考なり。困つたもの也。」
氏とは、下岡忠治。総裁は加藤高明を指
す 371 不明 不明
14 12月5日 「政界の前途我党に利あらず。明年の選挙望生せ 我党＝憲政会。理由はなし 375 合理 リベラル
15 12月23日 「臨時議会終らず、政府は政友会の為めに計画を挫かれ解散する能はず。醜態天下の笑を招けり。」 377 不明 不明





虎の門事件 377 非合理 不明
18 12月28日 「不敬事件よりして昨日内閣総辞職を呈し政界暗黒 動揺と策の無い状況から 377 非合理 不明
19 12月29日 「内閣会議の上更に総辞職を為す。政界の前途暗 同上 377 非合理 不明
斉藤隆夫日記（非常時）







摂政殿下避難についての判断 380 合理 不明
2
「殿下御性格の偉大なるは今さら申すまで





反応 381-382 合理 不明
4
「皇居内振天府の一部飛火のために炎上し
たるも、忽ち消し止めたりとの噂を聞く。心 皇居の心配 382 不明 アンチ
5 9月2日 「今日は留守中避難の必要あるべきを慮り、荷物も必要品のみは持ち逃げの用意を 出勤の様子 383 合理 不明
6
「此日不逞鮮人襲来放火すとか、または午
後一時再び激震あるべしとか、種々の風評 この時点では判断なし 383 不明 不明









































似した記述 391 非合理 アンチ




















20 9月15日 救護名目のロシアの艦隊が追い払われる 感想なし 396 不明 不明
21 暴利取締令について「其の処置なかなか峻 396 合理 リベラル
22 9月18日 「本日付軍縮に伴ふ廃艦の件御裁可ありた 感想なし 398 不明 不明
23 9月19日 摂政殿下の御成婚延期発表 感想なし 398 不明 不明



















前半では簡略主義を認めている 402 合理 アンチ
28 10月23日 靖国神社大祭。震災後であるため正服ではなく礼装で、余興もなく寂しい祭典だった 403 不明 不明















日付 内容 備考 ページ 合理性 リベラル





































8 12月20日 「水野子爵を訪ひ、研究會の態度に関し方寸を與へ、研究會か山本内閣の最后の止めを刺すことに 350 合理 不明











虎ノ門事件について 351 合理 アンチ
西原亀三日記（非常時）
日付 内容 備考 ページ 合理性 リベラル
1 9月5日 山本伯の元を訪れ「気概旺盛、難局に際し誠に心強き感あり。詔勅の事、遷都云々の事、
8月から続く山本への期待。
天祐ではなく、奇蹟 87 非合理 リベラル
2 9月7日 「被害地御視察の事、取締りの関係上数日間御延期の事に申合済み。」
取締りの見込みが立たない以上、一











































8 9月20日 「倉富氏震火災善後策に付意見書持参。尚口頭陳述の次第あり。省内折合を気遣ひたる結 意見書の内容は不明 91 不明 不明
9 10月11日 「永田市長入来。大震災死亡者弔慰の方法に付最近の形行開陳するところあり。」 形行の内容はなし 93 不明 不明












全編俵の話で、牧野の感想はなし 96 不明 不明












15 11月20日 「小村俊三子入来。亀戸事件に付熟誠の意見開陳。容易ならざる問題なり。」 感想はなし 99 不明 不明
16 11月21日
第一次山本内閣時の外交事件の対処を思い














































































































































を利用する 277 非合理 アンチ







るかという相談の返答。 280 合理 リベラル
